
～今月の花木～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

定 

番 

管 

理 
剪 定 

枝を切ることによって、美観を整える、木を小

さくする、陽当たりや風通しを良くして病害虫

から木を守るなどの目的がある。 

刈 込 み 

低木や生垣などの樹冠表面を刈込鋏やトリマ

ー（刈込機）等で均一に刈込むことにより美観

を整え木の大きさを抑制する。 

芝 刈 り 

芝は生育旺盛な期間は刈り込むほどに密でし

っかりした芝生になる。芝生地では一番基本

的かつ重要な作業である。 

草 刈 り ・ 除 草 

草刈とは雑草を刈払機や鎌で刈り取り、除草

は植込み内などの雑草を根元から引き抜くこ

とを指す場合が多い。 

病 害 虫 防 除 

殺虫剤、殺菌剤を用いた薬剤散布が安価で

効果も高いが、公園や街路樹など今では散布

を規制している場所も多い。 

伐 採 （ 抜 根 ） 

枯木や根元の著しい腐朽等により倒木の可

能性のある木は早期に伐採等の対処が必要

である。抜根は根っこまで撤去すること。 

い
つ
も
の
管
理
に+

α
   

土壌改良・施肥 

物理的に土壌の通気性などを改善し、養分を

補うことで植物を元気にする。 

樹木点検・診断 

倒木等の事故を未然に防ぐ観点から、近年実

施する場所・組織が多くなっている。 

植え替え 

枯木取替、害虫のつきにくい樹種、小型の樹

種への変更など様々な目的で実施する。 

野 崎 造 園 新 聞 
２０１７．４月号 

アオキ  青木  

アオキ科・常緑低木・日本原産 

幹も葉も青いから「青木」。日陰を好む植物として有

名である。雌雄異株で上の写真は雄花である。雌株は

冬に赤い実をつける。 
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■
植
栽
管
理
と
は
… 

生
き
物
で
あ
る
植
物
相
手

の
た
め
、
生
育
時
期
や
特
性
を

理
解
し
た
管
理
計
画
・
作
業
が

必
要
で
す
。
年
間
を
通
し
て
効

率
的
な
作
業
時
期
、
回
数
を
定

め
か
つ
、
対
象
の
植
栽
が
枯
れ

た
り
、
花
が
咲
か
な
く
な
っ
た

り
す
る
リ
ス
ク
の
出
に
く
い

時
期
に
作
業
を
す
る
こ
と
が

望
ま
し
い
で
す
。 

植
物
の
種
類
に
よ
り
管
理

作
業
は
時
期
や
頻
度
が
異
な

り
ま
す
。
裏
面
に
一
般
的
で
は

あ
り
ま
す
が
、
「
植
栽
管
理
年

間
作
業
表
」
を
掲
載
し
ま
し
た

の
で
、
下
の
紙
面
と
合
わ
せ
て

参
考
に
し
て
み
て
下
さ
い
。 

基
本
的
に
は
伸
び
て
見
苦

し
く
な
っ
た
か
ら
切
る
、
刈
る

と
い
っ
た
作
業
が
中
心
で
す

が
、
倒
木
や
枯
枝
の
落
下
な
ど

人
や
財
産
に
被
害
が
及
ぶ
の

を
未
然
に
防
ぐ
こ
と
や
、
植
物

を
病
害
虫
被
害
か
ら
守
る
こ

と
、
元
気
に
生
育
さ
せ
る
事
な

ど
も
植
栽
管
理
に
は
含
ま
れ

ま
す
。 

 ■
植
栽
管
理
の
意
義
… 

少
子
高
齢
化
社
会
の
進
展

に
伴
い
、
予
算
や
人
が
減
る

中
、
植
栽
管
理
に
割
け
る
予
算

に
も
削
減
傾
向
が
み
ら
れ
ま

す
。
施
設
の
管
理
費
な
ど
に
於

い
て
予
算
削
減
令
が
発
令
さ

れ
る
と
、
光
熱
費
や
建
物
等
施

設
の
維
持
補
修
に
比
べ
植
栽

管
理
は
不
要
不
急
と
見
な
さ↗

 

☝植栽を適切に管理することは、景観や資産価値の向上につながる 

 

公
園
や
道
路
、
学
校
や
事
業
所
や
店
舗
、
集
合
住
宅
や
個
人
邸
等
々
、
植
栽
の
あ
る
所
に

は
植
栽
管
理
が
つ
き
も
の
で
す
。
新
年
度
に
な
り
、
初
め
て
植
栽
を
管
理
す
る
方
も
、
ま
た
、

今
ま
で
管
理
さ
れ
て
い
る
方
に
も
参
考
に
し
て
頂
け
た
ら
幸
い
で
す
。 
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Tel 03-5927-0339 

――――――――――― 

さいたま営業所 
埼玉県さいたま市桜区 

下大久保 1127-1-204 

Tel 048-851-6418 

 

れ
、
真
っ
先
に
削
減
対
象
と
な

る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。
以
前
よ

り
剪
定
や
除
草
な
ど
の
回
数

が
減
ら
さ
れ
、
も
し
く
は
実
施

し
な
い
な
ど
、
管
理
レ
ベ
ル
の

低
下
が
み
ら
れ
る
場
所
も
あ

り
ま
す
。
究
極
的
に
は
踏
切
を

無
く
せ
ば
踏
切
事
故
は
起
こ

ら
な
い
よ
う
に
植
栽
を
無
く

せ
ば
枯
枝
の
落
下
や
倒
木
な

ど
事
故
も
無
く
、
管
理
作
業
を

す
る
必
要
も
無
い
の
で
す
が
、

果
た
し
て
無
く
し
て
も
い
い

も
の
な
の
で
し
ょ
う
か
。 

 

意
識
す
る
、
し
な
い
に
関
わ

ら
ず
植
栽
に
は
景
観
の
維

持
・
向
上
や
環
境
・
防
災
対
策

な
ど
社
会
的
意
義
も
あ
り
、
安

易
に
無
く
せ
ば
い
い
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
維
持

管
理
に
か
か
る
費
用
を
減
ら

さ
な
く
て
は
い
け
な
い
な
ど

の
課
題
も
ク
リ
ア
し
な
く
て

は
な
り
ま
せ
ん
。 

 

■
植
栽
管
理
の
今
後
… 

か
つ
て
植
え
ら
れ
た
樹
木

の
大
型
化
や
腐
朽
な
ど
障
害

の
発
生
に
よ
り
以
前
よ
り
管

理
が
大
変
に
な
っ
て
き
て
い

る
面
も
あ
り
ま
す
。
特
に
街
路

樹
管
理
で
は
そ
の
傾
向
が
顕

著
で
す
。
そ
の
た
め
、
大
き
く

な
っ
た
樹
木
を
コ
ン
パ
ク
ト

な
樹
種
に
植
え
替
え
る
な
ど

の
動
き
も
み
ら
れ
ま
す
が
、
ケ

ヤ
キ
や
サ
ク
ラ
な
ど
、
そ
の
場

所
の
名
所
的
役
割
も
あ
る
植

栽
に
つ
い
て
は
簡
単
に
い
か

な
い
の
が
現
状
で
す
。
場
所
に

よ
っ
て
は
植
替
え
や
一
時
的

な
強
剪
定
で
樹
冠
を
造
り
直

す
な
ど
今
後
は
植
栽
の
更
新

が
必
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。 

 

現
状
維
持
で
い
く
の
か
、
変

え
て
い
く
の
か
…
。
予
算
な
ど

様
々
な
制
約
の
あ
る
中
、
将
来

も
見
越
し
て
メ
リ
ハ
リ
を
つ

け
た
植
栽
管
理
が
必
要
に
な

っ
て
き
て
い
ま
す
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～当社では障害者、親と暮らすことが出来ない子供たちの施設（社会福祉法人）に皆様から頂いた書類の使用済み切手等を使い、支援活動をしています～ 

 植栽管理年間作業表 
作業時期は一般的な目安の一例です。植栽の種類や目的により

変わる場合がありますので、詳しくはお問い合わせ下さい。 

最適期 多少よい時期 

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

落葉はき

植込みや生垣刈込

樹木点検

針葉樹剪定

マツ手入れ

草刈り・除草

施　肥

手取り除草

マツ枯れ防止

芝張り(補植含む)

病害虫防除

裸地・そのた管理

芝生管理

芝刈り

除草剤散布

作業内容╲時期

樹木管理

常緑樹剪定

植込み地除草

落葉樹剪定

施　肥

常緑樹は寒い時期はよくない

花木は花芽形成前に剪定 落葉前だと落葉清掃が楽/冬期剪定（基本剪定）

春の芽だし肥や花後のお礼肥（速効性肥料） 寒肥は特に有効（遅効性肥料）

チャドクガ(ﾂﾊﾞｷ類)注意 ｻｸﾗ、ﾂﾊﾞｷ類注意

マツ枯れ予防剤注入は冬期に施工が必須

月１回 月２回 月１回（１１月で刈り止め）

冬雑草発芽前 夏雑草発芽前

冬雑草は目立つので取りやすい

みどり摘み もみ上げ（古葉落とし）、透かし剪定

最低年３回は行いたい

冬季にはマシン油乳剤、石灰硫黄合剤が散布できる

※冬に休眠（冬枯れ）する、野芝や高麗芝などの日本芝の場合

枯マツは４月までに伐採が特に有効

夏期剪定（軽剪定）

花木は花芽形成前に剪定

針葉樹は時期によらず強剪定に弱いものが多い

花芽形成後の花木は、とびを取る程度に軽く刈込む

枯枝や危険木の早期発見 台風後の被害点検台風被害の予想点検 大雪後の被害点検

落葉樹新芽が出た後の常緑樹

卵 

（葉の

裏側に

いる） 

初期の幼虫と食痕 中期の幼虫（集団で生活） 末期の幼虫（お互い離れて生活） 

サザンカ、ツバキ、チャの木などにチャドクガの卵や幼虫（下の写真）を見つけたら要注意！！！ 

人の皮膚に触れるとかぶれますので、枝ごと補殺するか、薬剤散布（殺虫剤）で対処します。卵や

幼虫が脱皮した抜け殻にも毒があります。年２回発生し、1 回目は 5 月の大型連休前後、２回目は

８月のお盆休み後位には例年見かけることが多く、対象木（ツバキ類）には注意が必要です。 

孵化直後

の幼虫 


